
　　みんなで、同じユニフォームを着用しました。

　　　職員の意見も「軽くて動きやすいし、カッコいい」「色が斬新で気分が変わる」など

　　気持ちも一新！『生きがい・やりがい・働きがい』 笑顔でご利用者の皆様に努めます！

みんないっしょで！ユニフォームが変わりました！

　　　職員の意見から、新しいユニフォームが決まりました。多職種同一モデルで、職種ごとに

　　色分けされています。きれいな色で、介護職員はボルドー。リハ職員はライトアメジスト。

　　　栄養科はアイビーグリーン。管理棟はネイビーです。また、看護職員は「ご利用者様にも

　　分かりやすい」カシスという色を採用しました！男性看護師もカッコよく着こなしています！

　　　気分一新、男女兼用モデルを採用することで、ジェンダーレスでサイズを気にすることなく

SDGs未来都市 新潟市
ロゴマークは、日本一の水田面積を誇る新潟市らしい『稲』をモチーフとしています。

マチュアハウス横越

"mature as a person
～内面を磨き成長する～"

介護老人保健施設


